
ホ
ン
ナ
シ
に
お
け
る
芽
の
休
眠
特
性
の
品
種
間
差
異
並
び
に

‘
一
¥世
紀
’
の
Ch
ill
　
u
n
itモ
デ
ル
の
作
成

田
村
文
男
・
田
辺
賢
二
・
板
井
章
浩

緒
言

　
近
年
，
芽
の
休
眠
打
破
に
必
要
な
低
温
が
不
足
し
が
ち
な
中
緯
度
地
域
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
は
広
ま
り
っ

っ
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
加
温
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の

低
温
要
求
量
に
関
す
る
研
究
は
‘
幸
水
’
（
浅
野
・
奥
野
，
1990；
杉
浦
，
1997）
と
‘
二
十
世
紀
’
（
高
馬
，
1953；

田
村
ら
，
1
99
2）
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
従
来
低
温
要
求
量
の
評
価
は
7．
2℃
以
下
の
気
温
に
遭
遇
し
た

積
算
時
間
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
，
こ
の
方
法
を
用
い
た
場
合
，
同
一
品
種
で
あ
っ
て
も
栽
培
年
や
栽
培
地
に

よ
っ
て
休
眠
打
破
時
期
の
低
温
積
算
時
間
が
大
き
く
異
な
る
た
め
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
に
は
向
か
な
い
こ
と

（
Richardson，

1974）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
実
際
に
は
休
眠
打
破
に
効
果
の
あ
る
10℃
程
度
の
温
度

を
無
視
し
て
い
る
，
あ
る
い
は
一
概
に
7．
2℃
以
下
の
気
温
と
い
っ
て
も
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果
は
一
様
で
は
な
い

こ
と
に
あ
る
。
Richardson（

1974）
は
こ
の
点
を
改
善
し
，
～
定
の
低
温
域
に
重
み
づ
け
を
し
そ
の
係
数
を
遭
遇

し
た
時
間
に
乗
じ
積
算
す
る
Chill　
unitモ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
，
従
来
ま
で
の
7．
2℃
以
下
の
積
算

時
間
に
較
べ
高
い
精
度
で
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
様
々
な
樹
種
を
用
い
た
研
究
（
Shaltout

a
n
d
　
Unrath，

1983；
浅
野
・
奥
野
，
1
99
0）
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
浅
野
・
奥
野
（
1990）
は
‘
幸
水
’
の
Chill

uni
tモ
デ
ル
を
す
で
に
示
し
て
い
る
が
，
ナ
シ
属
植
物
に
お
い
て
も
休
眠
打
破
に
必
要
な
低
温
要
求
量
は
種

（
Westwood・

Ch
es
tn
ut
，
19
64
）
あ
る
い
は
品
種
（
田
村
ら
，
1995）
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
，
こ

の
モ
デ
ル
を
他
の
品
種
に
直
ち
に
当
て
は
め
実
際
に
栽
培
に
用
い
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

　
本
研
究
で
は
ま
ず
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
主
要
品
種
の
休
眠
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
，
低
温
の
不
足
す
る
地
域
に

お
け
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
品
種
選
択
に
っ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
報
告
の
な
い
，
‘
二
十
世
紀
’
の

C
h
輌
l
l
　
u
n
輌
t
モ
デ
ル
を
5年
間
に
お
よ
ぶ
気
象
観
測
と
萌
芽
率
調
査
の
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し
，
有
用
性
を
検
討
し
た
。

な
お
本
研
究
を
行
う
に
当
た
り
佐
治
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
方
々
に
は
多
大
な
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申

し
上
げ
る
。

一
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第
1章
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
に
お
け
る
芽
の
休
眠
の
様
相

　
ニ
ホ
ン
ナ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
落
葉
果
樹
は
樹
種
あ
る
い
は
品
種
に
よ
っ
て
固
有
の
低
温
要
求
量
を
持
ち
，
そ
れ
が

満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
芽
の
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
る
（
Wes七
wood，
1978；
Saure，
1985）
。
も
し
低
温
要

求
量
が
満
た
さ
れ
な
い
状
態
で
生
長
期
を
迎
え
る
，
あ
る
い
は
加
温
栽
培
し
た
場
合
に
は
発
芽
が
き
び
し
く
遅
延
し
た

り
生
長
途
中
の
新
梢
や
花
器
が
枯
死
す
る
な
ど
の
現
象
が
み
ら
れ
る
（
Chandlerら

，
1937）
。
従
っ
て
低
温
遭
遇
量

が
不
足
す
る
地
域
で
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
を
よ
り
有
利
に
行
う
に
は
低
温
要
求
量
の
低
い
品
種
を
選
択
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
し
か
し
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
様
相
を
調
査
し
た
事
例
は
‘
二
十
世
紀
’
（
高
馬
，
1953）
，
‘
幸
水
’

（
浅
野
・
奥
野
，
1990）
な
ど
主
要
な
品
種
に
限
ら
れ
て
お
り
，
し
か
も
直
接
多
く
の
品
種
を
比
較
し
た
研
究
例
は
み

ら
れ
な
い
。

　
本
節
で
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
，
冬
季
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
切
り
枝
を
加

温
し
芽
の
生
長
を
比
較
し
た
。

材
料
お
よ
び
方
法

　
鳥
取
大
学
農
学
部
に
植
栽
・
保
存
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
太
白
’
，
‘
菊
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
，

‘
新
水
’
，
‘
早
生
幸
蔵
’
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
を
供
試
し
た
。
11月
中
旬
か
ら
2月
上
旬
に
か
け
て

葉
芽
の
多
く
着
生
し
て
い
る
発
育
枝
を
経
時
的
に
採
取
し
，
頂
部
3節
を
切
り
と
っ
た
後
，
そ
れ
以
下
の
葉
芽
の
着
生

し
て
い
る
部
分
を
5
節
ず
っ
に
切
り
分
け
た
。
直
ち
に
水
挿
し
し
，
23°
±
0．
5℃
，
相
）
禄
湿
度
75％
，
16時
間
日
長
，

枝
の
直
上
の
水
平
照
度
10501xに
設
定
し
た
定
温
室
に
入
れ
腐
敗
防
止
の
た
め
3％
8－
Hydoroxy－

Qinol輌
ne溶

液
を
用
い
て
水
挿
し
し
た
。
調
査
中
，
発
育
枝
基
部
が
黒
変
し
た
も
の
に
っ
い
て
は
，
正
常
な
部
分
ま
で
切
り
も
ど
し

た
。
葉
芽
の
発
育
状
態
を
7
日
お
き
に
観
察
し
，
芽
の
生
育
程
度
を
7段
階
に
分
け
て
記
録
し
た
。
一
方
，
圃
場
に
設

置
し
た
百
葉
箱
中
に
自
記
温
度
記
録
計
を
置
き
気
温
を
測
定
し
浅
野
・
奥
野
（
1990）
の
方
法
に
従
っ
て
採
取
日
の

C
h
il
l　
un
輌
t
（
以
下
C
U）
を
求
め
た
。

結
果

　
加
温
21日
後
の
萌
芽
率
の
変
化
を
第
1区
1に
示
し
た
。
‘
新
水
’
と
‘
新
雪
は
11月
中
旬
に
す
で
に
萌
芽
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
，
他
の
供
試
品
種
は
11月
中
旬
か
ら
萌
芽
率
が
低
下
し
，
い
ず
れ
も
12月
上
旬
に
は
ほ
ぼ
0％
に
な
っ

た
。
そ
の
後
‘
豊
水
’
が
最
も
早
く
萌
芽
率
が
上
昇
し
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は
最
も
萌
芽
率

の
上
昇
が
遅
か
っ
た
。
‘
豊
水
’
は
1月
7日
（
1090CU
）
に
，
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
早
生
幸
蔵
’
は
や
や
遅
れ
て
1

月
12
日
（
1210CU）
に
80％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
一
方
，
‘
二
十
世
紀
’
と
‘
太
白
’
は
1月
22日
（
1420

C
U
）
に
，
‘
菊
水
’
は
1月
27日
（
1500CU）

に
そ
れ
ぞ
れ
80％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’

お
よ
び
‘
新
雪
’
の
萌
芽
率
が
80％
程
度
と
な
っ
た
の
は
最
も
遅
く
2月
4日
（
1610CU）
で
あ
っ
た
。
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第
2章
　
　
‘
二
十
世
紀
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
に
お
け
る
芽
の

　
　
　
　
　
　
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域

　
低
温
要
求
量
を
評
価
す
る
た
め
古
く
は
7．
2℃
以
下
（
Chand玉
erら
，
1937；
高
馬
，
1953）
の
気
温
の
遭
遇
時
間

を
積
算
す
る
手
法
が
採
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
，
一
概
に
低
温
と
い
っ
て
も
温
度
に
よ
っ
て
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果

は
異
な
り
，
多
く
の
樹
種
で
5
℃
程
度
が
最
も
有
効
で
あ
り
，
ま
た
20℃
以
上
の
気
温
は
低
温
積
算
を
消
去
す
る
場
合

も
あ
る
（
Richard
so
nら
，
1
97
4；
W
es
tw
ood，
1978；
Shaltout・

Unrath，
1983；
Saure，
1985）
。
こ
れ

ら
の
知
見
を
基
に
Richardsonら

（
1974）
は
あ
る
温
度
域
の
休
眠
打
破
に
対
す
る
効
果
を
評
価
し
，
そ
れ
ぞ
れ
に

1～
－
1の
係
数
を
与
え
，
そ
の
温
度
域
の
遭
遇
時
間
に
乗
じ
て
積
算
す
る
Chillunit（

以
下
CU）
モ
デ
ル
を
提
唱

し
た
。
以
来
多
く
の
樹
種
で
同
様
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
適
用
（
浅
野
・
奥
野
，
1990）
す
る
よ
う
改

良
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
浅
野
・
奥
野
（
1990）
は
‘
幸
水
’
の
CUモ
デ
ル
を
す
で
に
示
し
て
い
る
が
，
前
章
で
示
さ

れ
た
よ
う
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
低
温
要
求
は
品
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
休
眠
打
破
に
必
要
な
温
度
域
も
種

を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
，
我
が
国
の
主
要
品
種
の
一
っ
で
あ
る
‘
二
十
世
紀
’
の
CUモ
デ
ル
を
示
し
た

研
究
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
自
発
休
眠
期
間
中
温
度
係
数
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
作
成
さ
れ
た
こ
れ
ま
で

の
C｛
Jモ
デ
ル
に
否
定
的
な
意
見
も
あ
る
（
Saure，
1985）
。
従
っ
て
品
種
毎
に
有
効
な
温
度
域
を
調
査
し
，
そ
の
上

で
品
種
の
低
温
要
求
量
を
評
価
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
章
で
は
主
要
な
晶
種
の
中
で
休
眠
打
破
時
期
が
最
も
早
い
と
み
な
さ
れ
た
‘
豊
水
’
と
そ
れ
よ
り
明
ら
か
に
遅
か
っ

た
‘
二
十
世
紀
’
の
枝
を
様
々
な
温
度
条
件
に
一
定
時
間
置
い
た
後
加
温
し
，
芽
の
生
長
を
調
査
す
る
こ
と
で
，
そ
れ

ぞ
れ
の
休
眠
打
破
に
有
効
な
低
温
域
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

材
料
お
よ
び
方
法

　
鳥
取
県
東
伯
郡
赤
碕
町
の
ほ
ぼ
平
坦
な
圃
場
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
　
‘
二
十
世
紀
’
並
び
に
鳥
取
大
学
農
学
部
に
植
栽

さ
れ
て
い
る
‘
豊
水
’
を
供
試
し
た
。
1991年
11月
8日
か
ら
10日
に
か
け
て
両
品
種
の
1年
生
枝
を
採
取
し
た
。
残
っ

て
い
る
葉
を
葉
柄
基
部
か
ら
切
断
し
た
後
，
0，
5，
10，
15，
20℃
の
恒
温
器
に
搬
入
し
水
挿
し
し
た
。
な
お
水
挿

し
用
の
水
に
は
腐
敗
防
止
の
た
め
，
3％
8－
Hydoroxy－

Qinolineを
加
え
た
。
そ
れ
ら
の
枝
を
搬
入
後
経
時
的

に
取
り
出
し
5節
に
切
り
そ
ろ
え
た
後
前
章
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
葉
芽
の
萌
芽
率
を
調
査
し
た
。

結
果

‘
二
十
世
紀
’
の
加
温
21日
後
の
萌
芽
率
を
第
1表
に
示
し
た
。
800時
間
後
ま
で
は
，
各
温
度
区
と
も
萌
芽
率
は
30

％
以
下
で
あ
り
，
各
温
度
区
間
に
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
20℃
区
で
は
そ
れ
以
降
も
萌
芽
率
の
上
昇
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
が
，
そ
れ
以
下
の
温
度
区
で
は
萌
芽
率
が
次
第
に
上
昇
し
た
。
10℃
区
お
よ
び
15℃
は
そ
れ
ぞ
れ
1200時
間
並

び
に
1400時
間
後
ま
で
緩
や
か
に
萌
芽
率
が
上
昇
し
た
が
，
実
験
終
了
時
の
萌
芽
率
は
44％
並
び
に
30％
と
低
い
値
で

あ
っ
た
。
一
方
，
0℃
区
と
5℃
区
で
は
萌
芽
率
は
120
0時
問
後
ま
で
は
同
様
に
上
昇
し
た
も
の
の
，
0℃
区
で
は

14
00
時
間
以
後
萌
芽
率
は
70％
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
，
5℃
区
で
は
1200時
間
後
か
ら
1400時
間
後
に
か
け
て
急

激
に
萌
芽
率
が
高
ま
り
90％
に
達
し
た
。

　
次
に
‘
豊
水
’
の
加
温
2
1日
後
の
萌
芽
率
を
2表
に
示
し
た
。
萌
芽
率
は
全
般
的
に
‘
二
十
世
紀
’
よ
り
や
や
高
く
，

ま
た
よ
り
短
い
遭
遇
時
間
で
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
‘
二
十
世
紀
’
で
は
5℃
区
の
み
が
1400時
間
以
降
有
意
に
高
い
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萌
芽
率
を
示
し
た
の
に
対
し
，
‘
豊
水
’
で
は
調
査
期
間
中
0℃
，
5℃
お
よ
び
10℃
区
の
間
に
明
ら
か
な
差
は
み
ら

れ
ず
，
い
ず
れ
も
1
00
0時
間
以
降
に
は
90％
程
度
の
高
い
萌
芽
率
に
達
し
た
。

第
1
表
　
　
‘
二
十
世
紀
’
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響

萌
芽
率
（
％
）
z

処
理
温
度

　
（
℃
）

遭
遇
時
間
（
hr）

0
2
0
0

4
0
0

600
800

1200
1400

1600

051015

20

18．
0

16．
O
ay

16
．
Oa

10
．
Oa

16
．
Oa

12
．
Oa

1
2．
Oa

1
2．
Oa

1
6、
Oa

1
4．
Oa

1
8．
Oa

1
4．
Oa

1
6．
Oa

1
0．
Oa

14．
Oa

1
8．
Oa

12．
Oa

14．
Oa

16．
Oa

12．
Oa

10．
Oa

34．
Oa　
　
　
　
　
65。
Ob

38．
Oa　
　
　
　
　
90、
Oa

28．
Oab　
　
　
　
46．
Oc

26．
Oab　
　
　
　
32．
Od

18．
Ob　
　
　
　
　
18．
Oe

70．
Ob

94．
Oa

44．
Oc

30．
Od

16．
Oe

z
　
23
℃
で
加
温
し
，
2
1
日
後
に
調
査

y
　
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
，
5
％
レ
ベ
ル
で
異
符
号
闘
に
有
意
差
有
り

第
2
表
　
　
‘
豊
水
’
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響

萌
芽
率
（
％
）
z

処
理
温
度

　
（
℃
）

遭
遇
時
闘
（
hr）

0
4
0
0

6
00

800
1000

1200
1400

051015

20

2
8．
0

24
．
Oa
y

26
．
Oa

24
．
Oa

26
．
Oa

30
．
Oa

32．
O
a

30．
O
a

28．
O
a

34．
O
a

34．
O
a

64．
Oa

66．
Oa

70．
Oa

44．
Ob

28．
Oc

92．
Oa

94．
Oa

86．
Oa

42．
Ob

30．
Oc

94．
Oa

100．
Oa

98．
Oab

56．
Ob

38．
Oc

98．
Oa

96．
Oa

96．
Oa

62．
Ob

48．
Oc

z
　
2
3
℃
で
加
温
し
，
2
1
日
後
に
調
査

y
　
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
，
5
％
レ
ベ
ル
で
異
符
号
間
に
有
意
差
有
り

一
2
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第
3章
　
‘
二
十
世
紀
’
の
休
眠
打
破
予
測
に
有
効
な
Chill

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ぶ

　
　
　
　
　
　
un
l
tモ
ァ
ル

　
前
章
の
実
験
の
結
果
10℃
以
下
の
気
温
を
一
律
に
休
眠
打
破
に
有
効
と
評
価
し
て
い
る
浅
野
・
奥
野
（
1990）
の

C
Uモ
デ
ル
は
‘
豊
水
’
に
は
よ
く
当
て
は
ま
る
が
，
‘
二
十
世
紀
’
に
は
5℃
程
度
の
低
温
が
最
も
有
効
で
あ
り
明
ら

か
に
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
‘
豊
水
’
と
異
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
前
章
で
得
ら
れ
た

‘
二
十
世
紀
’
の
温
度
反
応
を
基
に
し
た
CUモ
デ
ル
を
作
成
し
，
5年
間
に
渡
り
気
温
と
萌
芽
率
を
調
査
し
た
結
果

に
あ
て
は
め
て
有
用
性
を
検
証
し
た
。

材
料
お
よ
び
方
法

　
鳥
取
県
鳥
取
市
湖
山
町
鳥
取
大
学
農
学
部
圃
場
（
標
高
2m，
以
後
湖
山
圃
場
と
表
記
）
並
び
に
鳥
取
県
八
頭
郡
佐

治
村
津
野
の
有
本
氏
園
（
標
高
41
2m
，
以
後
佐
治
圃
場
と
表
記
）
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
　
‘
二
十
世
紀
’
成
木
を
供
試

し
た
。
1991－
92，
1992－
93，
1993－
94，
1994－
95お
よ
び
1995－
96年
の
5シ
ー
ズ
ン
に
は
湖
山
圃
場
か
ら
，

ま
た
1995－
96年
に
は
佐
治
圃
場
か
ら
も
発
育
枝
を
そ
れ
ぞ
れ
経
時
的
に
採
取
し
5節
に
切
り
そ
ろ
え
た
後
，
第
1章

の
方
法
に
よ
り
萌
芽
率
を
調
査
し
た
。
休
眠
打
破
さ
れ
た
と
推
定
し
た
採
取
日
は
萌
芽
率
が
そ
れ
以
降
有
意
に
高
ま
ら

な
く
な
っ
た
日
と
し
た
。
一
方
湖
山
圃
場
並
び
に
佐
治
圃
場
に
隣
接
し
た
佐
治
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て
い
る

百
葉
箱
中
に
自
記
温
度
記
録
計
を
設
置
し
，
気
温
を
測
定
し
た
。
測
定
し
た
気
温
は
15分
間
ご
と
に
平
均
し
第
3表
の

よ
う
に
設
定
し
た
CUモ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
の
係
数
を
掛
け
，
さ
ら
に
24時
間
毎
に
集
計
し
た
値
を
積
算
し
採
取

日
の
CUを
求
め
た
。
　
C
Uの
積
算
開
始
は
1
1月
に
最
も
マ
イ
ナ
ス
の
CUが
算
出
さ
れ
た
翌
日
か
ら
（
Richardsonら

，

1974）
と
し
た
。
ま
た
Richardson（

1974）
お
よ
び
浅
野
・
奥
野
（
1990）
の
CUモ
デ
ル
（
そ
れ
ぞ
れ
ユ
タ
モ
デ

ル
お
よ
び
埼
玉
モ
デ
ル
と
表
記
）
も
併
せ
て
用
い
本
実
験
で
設
定
し
た
鳥
取
モ
デ
ル
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

第
3
表
　
Ch
i
ll
　
u
n
i
tの
算
出
に
用
い
た
鳥
取
モ
デ
ル
の
温
度
係
数

時
　
期

0
～
1200C
h輌
11　
un
it

1200Chill　
un輌
も
～

温
度
（
℃
）

温
度
係
数

温
度
（
℃
）

温
度
係
数

　
　
〈
8．
0

8．
1～
1
0．
0

10
．
1～
1
2．
0

1
2．
1～
1
4．
0

14
．
1～
1
6．
0

16
．
1～
1
8．
0

18
．
1～
2
0．
0

20．
1
＜

　
1
．
0

　
0
．
8

　
0
．
6

　
0
．
2

　
0

－
0
．
4

－
0
．
8

－
LO

　
　
〈
－
4．
0

－
3．
9～
－
2．
0

－
1．
9～
　
0

　
0．
1～
　
8．
0

　
8．
1～
10．
0

10．
1～
12．
0

12．
1～
　
14．
0

14．
1～
　
16．
0

16．
1～
18．
0

18．
1～
　
20．
0

20．
1＜

　
0．
0

　
0．
6

　
0．
8

　
1．
0

　
0、
8

　
0．
6

　
0．
2

　
　
0

－
0．
4

－
0．
8

－
1．
0

一
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結
果

　
湖
山
並
び
に
佐
治
圃
場
に
お
け
る
萌
芽
率
の
推
移
を
第
2図
に
承
し
た
。
湖
山
圃
場
の
萌
芽
率
が
低
下
し
0％
近
く

に
な
っ
た
の
は
各
シ
ー
ズ
ン
と
も
1
1月
中
旬
で
あ
っ
た
が
，
萌
芽
率
の
上
昇
は
10日
近
い
年
次
変
動
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
1
995－
96年
に
お
け
る
佐
治
圃
場
の
萌
芽
率
の
低
下
と
上
昇
は
そ
れ
ぞ
れ
湖
山
圃
場
よ
り
10日
程
度
早
か
っ
た
。

　
葉
芽
の
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
日
並
び
に
そ
の
時
点
の
CUを
第
4表
に
示
し
た
。
最
も
年
次
変

動
並
び
に
観
測
地
に
よ
る
変
動
が
少
な
か
っ
た
の
は
鳥
取
モ
デ
ル
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
最
大
22CU，
8CUの
差
で
あ
っ

た
。
鳥
取
モ
デ
ル
に
次
い
で
年
次
変
動
並
び
に
観
測
地
に
よ
る
変
動
が
少
な
か
っ
た
の
は
埼
玉
モ
デ
ル
で
あ
り
，
ユ
タ

モ
デ
ル
は
前
2
者
と
比
較
し
て
極
め
て
大
き
な
観
測
地
に
よ
る
変
動
を
示
し
た
。

10080

　
　
60
　邑桜
｝
40

撒橿　
　
20O

1
0月

湖
山
　
一
一
◎
一
’
9］
－
9
2

　
＋
’
9
2－
93

　
－
一
イ
コ
｛
’
93－
94

　
＋
℃
4
－
95

　
＋
，
9
5－
96

佐
治
　
一
一
◎
一
　
’
95－
96

川
月

］
2月

1月

第
2図
　
湖
山
お
よ
び
佐
治
地
区
に
お
け
る
‘
二
十
世
紀
’
の

　
　
　
葉
芽
の
萌
芽
率
zの
季
節
的
変
化

　
　
　
　
z2
3℃
で
加
温
し
，
2旧
後
に
調
査

第
4
表
　
各
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
算
出
し
た
湖
山
お
よ
び
佐
治
地
区
に
お
け
る

　
　
　
眠
打
破
日
の
C
h
i
l
l　
nu
i
t

‘
二
十
世
紀
’
　
葉
芽
の
休

調
査
地
区

（
鳥
取
県
）

調
査
年
度

休
眠
打
破
日

休
眠
打
破
日
の
Chill　
nuit

ユ
タ
モ
デ
ル
埼
玉
モ
デ
ル
鳥
取
モ
デ
ル

、
鳥
取
〒
蒼
湖
1⊥
」
田
丁

八
頭
郡
佐
治
村

1
991
－
－
1
9
92

ヱ
9
9
2－
19
9
3

1
993－
1994

1
994－
1
99
5

1
995－
1
99
6

1
995－
1
99
6

1992年
1月
27日

1
9
93年
1月
ヱ
7日

1994年
1月
1
8日

1995年
1月
2
4日

1996年
1月
18日

19
9
6年
1月
　
9
　
1ヨ

1057

1028

1143

104］

1025

649

1407

1408

1464

1446

1433

1493

1407

1386

1408

1399

1397

1405

平
　
　
均

標
準
誤
差

990

158

1442

　
31

1400

　
8

一
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第
4
章
　
考

察

　
芽
の
休
眠
の
深
さ
は
気
温
21°
～
24℃
の
条
件
下
に
14日
お
よ
び
21日
間
お
い
た
場
合
の
萌
芽
率
に
よ
っ
て
評
価
さ

れ
る
場
合
が
多
く
，
ま
た
萌
芽
率
が
約
80
％
以
上
に
達
し
た
場
合
に
休
眠
打
破
に
達
し
た
と
す
る
研
究
例
が
多
い

（
Richardsonら

，
1974；
M輌
elke・
Dennis，

1978；
Shaltout・

Unrath，
1983）
。
そ
こ
で
本
研
究
で
も
こ

れ
ら
に
準
じ
て
芽
の
休
眠
の
深
さ
を
評
価
す
る
こ
と
と
す
る
。
本
研
究
で
は
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
の
休
眠
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
第
1章
で
主
要
な
栽
培
品
種
と
血
縁
関
係
の
深
い
品
種
の
萌
芽
率
の
季
節
的
な
変
化
を
調
査
し
た
。
そ

の
結
果
，
‘
豊
水
’
は
1月
上
旬
（
1090CU）

と
最
も
自
発
休
眠
が
早
く
破
れ
，
こ
れ
に
次
い
で
‘
幸
水
’
と
‘
早
生

幸
蔵
’
は
1月
中
旬
（
1210CU）

，
‘
二
十
世
紀
’
と
　
‘
太
白
’
は
1月
下
旬
（
1420CU）

，
‘
菊
水
’
も
1月
下
旬

（
1
5
0
0
C
U）
に
自
発
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
一
方
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は

調
査
品
種
中
最
も
萌
芽
率
の
上
昇
が
遅
く
，
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
の
は
2月
上
旬
（
1610CU）

と
推
測
さ
れ
た
。
従
っ

て
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
低
温
要
求
量
は
品
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
と
い
え
る
。
ま
た
調
査
品
種
の
遺
伝
的
背
景
に
着
爵

す
る
と
，
親
子
関
係
に
あ
る
‘
早
生
幸
蔵
’
と
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
i君
塚
早
生
’
と
‘
新
水
’
と
い
っ
た
品
種
同
士
は

ほ
ぼ
同
時
期
に
休
眠
が
破
れ
，
‘
二
十
世
紀
’
並
び
に
‘
太
白
’
と
　
‘
菊
水
’
，
‘
菊
水
’
と
　
‘
幸
水
’
あ
る
い
は
‘
新

水
’
は
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
休
眠
打
破
の
時
期
が
異
な
る
と
い
っ
た
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
今
後
よ
り
多
く
の
品

種
に
っ
い
て
調
査
を
行
い
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
休
眠
特
性
の
遺
伝
様
式
に
っ
い
て
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
浅
野
・
奥
野
（
19
90
）
は
Richardsonら

（
1974）
の
報
告
を
も
と
に
し
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
‘
幸
水
’
お
よ
び

‘
豊
水
’
の
CUモ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
CUモ
デ
ル
は
10℃
以
下
の
低
温
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
芽
の
休
眠
打
破
に

同
程
度
の
効
果
を
持
っ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
実
験
で
も
‘
豊
水
’
の
温
度
反
応
は
浅
野
・
奥
野
（
1990）
の
結

果
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
，
10℃
以
下
の
温
度
区
で
は
，
い
ず
れ
も
1000時
間
後
に
は
90％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
休

眠
が
打
破
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
‘
豊
水
’
は
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
広
く
低
温
要
求
量
が
低
い
こ
と

か
ら
低
温
が
不
足
し
が
ち
な
地
域
で
の
栽
培
に
有
利
な
品
種
と
思
わ
れ
る
。
一
方
，
‘
二
十
世
紀
’
の
場
合
最
終
的
な

萌
芽
率
が
有
意
に
高
く
な
っ
た
温
度
区
は
5℃
区
の
み
で
あ
り
，
こ
の
区
で
も
休
眠
が
打
破
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
は

1
400時
間
後
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
全
般
的
に
‘
豊
水
’
よ
り
萌
芽
率
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
，
‘
二
十
世
紀
’
は
‘
豊

水
’
と
比
較
し
て
休
眠
が
深
く
，
か
っ
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
の
狭
い
品
種
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
‘
二
十

世
紀
’
の
休
眠
打
破
の
予
測
に
は
前
述
の
浅
野
・
奥
野
（
1990）
の
CUモ
デ
ル
は
適
さ
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
次
に
‘
二
十
世
紀
’
の
温
度
に
対
す
る
反
応
を
詳
し
く
み
る
と
，
0℃
区
に
お
け
る
萌
芽
率
は
，
1200時
間
後
ま
で

は
5℃
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
値
で
推
移
し
た
が
，
そ
れ
以
降
1600時
間
後
ま
で
は
萌
芽
率
の
上
昇
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
，
0℃
の
温
度
は
，
‘
二
十
世
紀
’
の
深
い
自
発
休
眠
期
か
ら
休
眠
覚
醒
期
後
半
ま
で
の
休
眠
の
ス
テ
ー
ジ
の

移
行
に
関
し
て
は
5
℃
と
ほ
ぼ
同
等
の
効
果
を
持
っ
が
，
そ
れ
以
降
は
効
果
が
低
下
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究

に
お
け
る
10℃
区
の
萌
芽
率
は
，
800時
間
以
降
上
昇
し
た
も
の
の
ユ
600時
間
後
に
お
い
て
も
44％
で
あ
っ
た
。
ま
た

1
5℃
区
に
お
い
て
は
10℃
よ
り
萌
芽
率
の
上
昇
が
遅
く
，
ま
た
萌
芽
率
は
低
く
推
移
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
‘
二

十
世
紀
’
に
関
し
て
は
，
10℃
お
よ
び
15℃
の
温
度
は
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
多
少
の
効
果
を
持
ち
，
そ
の
中
で
も
温
度

が
低
い
ほ
ど
効
果
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
，
20℃
区
で
は
処
理
時
間
に
関
係
な
く
萌
芽
率
は
ほ

ぼ
～
定
で
あ
っ
た
た
め
，
20℃
の
温
度
は
葉
芽
の
休
眠
打
破
に
全
く
効
果
を
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か

ら
‘
二
十
世
紀
’
は
休
眠
の
最
終
段
階
に
は
休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
狭
く
な
り
，
こ
の
時
期
に
は
5℃
前
後
の
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温
度
が
低
温
要
求
を
満
た
す
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
第
3章
で
は
以
上
の
点
を
考
慮
し
た
‘
二
十
世
紀
’
に
適
応
す
る
新
た
な
CUモ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
を
作
成
し

そ
の
有
用
性
を
検
証
し
た
。
こ
の
鳥
取
モ
デ
ル
の
特
徴
は
前
述
の
実
験
結
果
に
基
づ
き
温
度
係
数
を
2組
作
成
し
，

CUが
12
00に
達
す
る
ま
で
は
8℃
以
下
の
温
度
を
一
律
に
高
く
評
価
し
，
そ
れ
以
降
の
低
温
積
算
に
は
0℃
以
下
の

温
度
の
効
果
を
低
く
評
価
し
て
計
算
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鳥
取
モ
デ
ル
を
海
抜
2mの
湖
山
圃
場
で
の
5年
間
の
調
査

結
果
並
び
に
単
年
度
で
は
あ
る
が
湖
山
圃
場
よ
り
標
高
が
約
400m高
い
佐
治
圃
場
に
お
け
る
調
査
結
果
に
当
て
は
め

た
と
こ
ろ
，
過
去
に
添
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
休
眠
打
破
の
予
測
精
度
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
一
方
，
ユ
タ
モ
デ
ル
に
第
2章
で
の
連
続
し
た
低
温
処
理
の
結
果
を
当
て
は
め
て
み
る
と
　
‘
二
十
世
紀
’
の
低
温

要
求
量
は
1400CUと
な
る
が
，
圃
場
の
観
測
値
か
ら
算
出
さ
れ
た
値
は
大
き
く
こ
れ
を
下
回
り
，
特
に
冷
涼
な
気
候

の
佐
治
圃
場
で
は
極
め
て
低
い
値
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
ユ
タ
モ
デ
ル
は
5℃
以
下
の
温
度
係
数
を
極
め
て
低

く
評
価
し
て
お
り
，
中
で
も
1．
4℃
以
下
の
温
度
は
低
温
積
算
に
無
効
と
し
て
い
る
が
，
前
述
の
よ
う
に
‘
二
十
世
紀
’

に
は
0℃
の
温
度
も
か
な
り
有
効
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
埼
玉
モ
デ
ル
は
ユ
タ
モ
デ
ル
ほ
ど
の
測
定
地
区
に
よ

る
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
や
は
り
連
続
し
た
低
温
処
理
の
結
果
と
圃
場
の
観
測
値
か
ら
算
出
さ
れ
た
値
に
は
ず
れ

が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
原
因
は
10℃
以
下
の
温
度
全
て
に
係
数
1を
与
え
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
一
方
，
鳥
取
モ

デ
ル
を
用
い
た
1400CUと
い
う
計
算
結
果
は
連
続
し
た
5℃
の
低
温
遭
遇
で
示
さ
れ
て
い
る
1400時
聞
と
一
致
し
て

お
り
，
‘
二
十
世
紀
’
の
休
眠
打
破
期
の
予
測
に
有
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

摘
要

　
1
．
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
太
白
’
，
‘
菊
水
’
‘
君
塚
早
生
’
，
‘
新
水
’
，
‘
早
生
幸
蔵
’
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
お
よ
び
‘
新

雪
’
を
供
試
し
，
1L月
上
旬
か
ら
2月
上
旬
に
か
け
て
発
育
枝
を
採
取
し
23℃
条
件
下
で
水
挿
し
し
，
葉
芽
の
萌
芽
率

を
比
較
し
た
。
　
‘
豊
水
’
は
最
も
早
く
萌
芽
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
，
1月
上
旬
（
1090CU）
に
は
80％
程
度
に
達
し

た
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
‘
幸
水
’
お
よ
び
‘
早
生
幸
蔵
’
は
1月
中
旬
（
1210CU）
，
‘
二
十
世
紀
’
と
‘
太
白
’

（
1
4
2
0
C
U）
並
び
に
‘
菊
水
’
（
1500CU）

は
1月
下
旬
，
‘
新
水
’
，
‘
君
塚
早
生
’
お
よ
び
‘
新
雪
’
は
2．
月
上
旬

（
1
6
1
0
C
U
）
に
そ
れ
ぞ
れ
80％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し
た
。

　
2．
‘
二
十
世
紀
’
お
よ
び
‘
豊
水
’
の
休
眠
枝
を
0，
5，
10，
15お
よ
び
20℃
条
件
で
水
挿
し
し
，
200時
間
ご

と
に
取
り
出
し
23℃
条
件
で
芽
の
生
育
程
度
を
観
察
し
た
。
‘
二
十
世
紀
’
の
萌
芽
率
が
最
も
高
ま
っ
た
の
は
5℃
区

で
あ
り
，
1400時
間
後
に
は
90％
に
達
し
た
。
他
の
区
の
1400時
間
後
の
萌
芽
率
は
0℃
；
65％
，
10℃
；
46％
，
15

℃
；
32％
お
よ
び
20℃
；
18％
で
あ
っ
た
。
‘
豊
水
’
の
萌
芽
率
は
‘
二
十
世
紀
’
よ
り
高
く
推
移
し
，
ま
た
0℃
，

5
℃
お
よ
び
10℃
区
の
間
に
明
ら
か
な
差
は
み
ら
れ
ず
，
い
ず
れ
も
1000時
間
以
降
に
は
90％
程
度
の
萌
芽
率
に
達
し

た
。
以
上
の
点
よ
り
　
‘
二
十
世
紀
’
の
方
が
‘
豊
水
’
と
比
較
し
て
低
温
要
求
量
が
多
く
，
休
眠
が
深
い
こ
と
，
ま
た

休
眠
打
破
に
有
効
な
温
度
域
が
狭
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
3．
‘
二
十
世
紀
の
休
眠
打
破
を
予
測
す
る
新
た
な
CUモ
デ
ル
（
鳥
取
モ
デ
ル
）
を
作
成
し
，
鳥
取
県
下
の
湖
山

（
海
抜
2m）
と
佐
治
（
海
抜
412m）
圃
場
の
気
温
と
休
眠
の
深
さ
の
変
化
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
は
CUが
1
20
0に
達
す
る
ま
で
は
8
℃
以
下
の
温
度
を
～
律
に
高
く
評
価
し
，
そ
れ
以
降
の
低
温
積
算
に

は
0
℃
以
下
の
温
度
の
効
果
を
低
く
評
価
し
て
計
算
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
鳥
取
モ
デ
ル
は
過
去
に
示
さ
れ
て

い
る
モ
デ
ル
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
精
度
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

一
3
3
一



引
用
文
　
献

浅
野
聖
子
・
奥
野
隆
1990．
ニ
ホ
ン
ナ
シ
「
幸
水
」
「
豊
水
」
の
自
発
休
眠
覚
醒
時
期
と
低
温
要
求
量
．
埼
玉
園
試

　
　
　
研
報
．
1
7
：
4
1
－
4
6
．

Ch
a
nd
l
er
，
　
W
．
H
．
，
D
．
S
。
　
Br
o
w
n
，
　
M
、
H
．
　
K
i
mball，
G．
　
L．
Phlhp，
W．
P．
Tufts　
and　
G．
P．
Weldon．

　
　
　
19
37
．
Ch
il
l輌
n
g　
r
eq
ui
re
me
nt
s　
f
or
　
op
en
in
g　
of　
buds　
on　
deciduous　

orchard　
trees　
and　
some　
other

　
　
　
pl
a戒
s　
in
　
C
a
lif
o
mia
．
　
B
u
11．
6
11
．
Calif．
　
Agr．
　
Expt、
Sta．

高
馬
進
．
1953．
落
葉
果
樹
の
自
発
休
眠
に
関
す
る
研
究
（
1）
．
自
発
休
眠
の
開
始
，
終
了
並
び
に
自
発
休
眠
の
深
さ

　
　
　
に
っ
い
て
．
信
州
大
学
農
学
部
紀
要
　
3：
1
89－
204、

Mi
el
ke
，
E．
A．
a
nd
　
F．
G
．
　
De
nn
is
，
Jr
．
19
75
．
Ho
rm
onal　
control　

of　
flower　
bud　
dormancy　

in　
sour　
cher

　
　
　
ry（
Prunus　
cera
sus　
L
）
、
［
1．
1．
e
vel
s　
of
　
abs
c
輌
sic　
acid　
and　
its　
water　
comp夏
ex．
J．
　
Amer．
　
Soc．
　
Hort．

　
　
　
S
ci
．
10
0：
2
87
－
29
0．

M
ie
l
k
e，
E．
A
。
a
n
d　
F
、
G
．
D
e
n
n
is
，
J
r
．
19
7
8．
H
ormonal　

control　
of　
flower　
bud　
dormancy　

in　
sour

　
　
　
ch
er
ry
（
Pr
un
us
　
ce
ra
su
s　
L
）
．
田
．
Ef
fe
ct
s　
o
f　
leaves　

defoliation　
and　
temperature　

on　
levels　

of

　
　
　
ab
sc
is輌
c　
a
ci
d　
i
n　
fl
ow
er
　
p
r
imo
r
dia．
」
．
A
mer．
　
Soc．
　
Hort．
Sci．
103：
446－
449、

Ri
ch
ar
ds
on
，
　
E
．
A
．
，
S
．
D
．
　
S
eel
y
　
a
nd　
D．
R．
　
Walker．
1974。
Amodel　
for　
estimating　

the　
completion

　
　
　
of
　
re
st
　
fo
ピ
Re
dh
ea
ve
n’
a
nd
’
El
be
rt
a’
p
ea
ch
　
trees．
　
HortScience　

9：
331－
332．

Sa
ur
e，
M
．
　
C．
1
98
5．
D
or
ma
nc
y　
r
el
ea
se
　
in
　
de
ci
do
us　
fru輌
も
trees．
　
Hort．
Revi．
7：
239づ
00．

S
h
al
t
o
u
t
，
A
．
D
、
and　
C．
R．
Unrath，

1983．
Rest　
completion　

prediction　
model　
for’
Starkrimson

　
　
　
De
li
c
io
us
’
a
p
p
l
es
．
」
．
A
me
r
．
S
oc
。
Ho
r
t．
Sci．
180：
957－
964．

We
st
wo
od
，
M．
N
．
　
an
d　
N
．
　
E．
C
he
st
nu
t．
1
96
4．
R
es
t　
period　

chi至
ling　
requirem四

t　
of　
Bartlett　

pear　
as

　
　
　
r
el
at
ed
　
to
　
Py
ru
s　
c
al
le
ry
an
a　
a
nd
　
P．
c
om
munis　
root　
stocks．
　
Proc．
Amer．
　
Soc．
Hort．
Sci81：
82

　
　
　
－
87．

Westwood，
M．
N
．
19
78
．
　
Te
mp
er
at
e－
Zone　
POMOLOGY．

p．
199－
303．
W．
H．
　
Freeman　

and　
Co．

　
　
　
Ne
w　
Yo
rk．

We
st
wo
od
，
MN
．
　
an
d　
P
．
B．
L
om
ba
rd
、
19
83
．
　
Pe
ar
　
rootstocks：

Present　
and　
future．

　
Fr．
　
Var．
　
J．
37：

　
　
　
2
4－
28
．

一
34一


